
T
hey

lay
upon

the
bed

each
turned

aside

and
suffering

in
silence:

though
love

stilldw
eltw

ithin
their

hearts

each
feared

a
loss

of
pride.

B
utthen

from
outthe

corner
of

their
eyes

the
sidelong

glances
m

et

and
the

quarrelbroke
in

laughter
as

they
turned

and
clasped

each
other's

neck.

昨
年
七
月
十
七
日
、
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
で
五
年
間
私
が
指
導
を
受
け

た
ダ
ニ
エ
ル
・
イ
ン
ゴ
ル
ス
教
授
が
八
十
三
歳
で
他
界
さ
れ
た
。
死
の
直

後
、『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ス
』
は
紙
面
を
割
い
て
サ
ン
ス
ク
リ
ッ

ト
古
典
学
で
の
彼
の
業
績
を
讃
え
る
と
と
も
に
、
彼
のSanskritP

oetry

か
ら
上
の
詩
（
古
典
イ
ン
ド
最
高
の
恋
愛
抒
情
詩
『
ア
マ
ル
百
頌
』
の
一

節
）
を
選
ん
で
紹
介
し
、
一
人
の
偉
大
な
文
人
の
死
を
悼
ん
だ
。
私
が
学

生
で
あ
っ
た
頃
、
イ
ン
ゴ
ル
ス
教
授
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
学
を
教
え
る

か
た
わ
ら
、
一
部
の
学
生
と
ラ
テ
ン
語
の
詩
を
読
ん
で
お
ら
れ
た
。
サ
ン

ス
ク
リ
ッ
ト
の
予
習
で
徹
夜
を
続
け
て
い
た
私
は
友
人
か
ら
そ
の
こ
と
を

聞
い
て
驚
く
と
と
も
に
、
そ
の
ク
ラ
ス
に
出
て
い
る
学
生
た
ち
を
う
ら
や

ま
し
く
思
っ
た
も
の
で
あ
る
。
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
退
職
後
、
先
生
は
故

郷
バ
ー
ジ
ニ
ア
の
ホ
ッ
ト
ス
プ
リ
ン
グ
ズ
に
戻
り
、
も
っ
ぱ
ら
ギ
リ
シ
ャ

悲
劇
を
読
ん
で
余
生
を
送
ら
れ
た
と
い
う
。
イ
ン
ゴ
ル
ス
教
授
は
厳
格
な

文
献
学
者
で
あ
る
と
同
時
に
東
西
の
古
典
に
通
じ
た
偉
大
な
文
人
で
も

あ
っ
た
。
先
生
か
ら
私
は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
献
の
厳
密
な
読
解
方
法

と
と
も
に
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
学
を
味
読
す
る
こ
と
を
教
わ
っ
た
。
今
日
、

滅
び
ゆ
く
古
典
学

徳

永

宗

雄
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こ
の
よ
う
な
人
文
学
者
に
お
目
に
か
か
る
こ
と
は
殆
ん
ど
な
い
。
日
本
の

大
学
に
は
個
別
文
献
の
研
究
者
は
掃
い
て
捨
て
る
ほ
ど
い
る
が
、
崇
高
な

美
を
広
い
古
典
の
世
界
か
ら
汲
み
取
れ
る
学
者
、
つ
ま
り
私
の
い
う
と
こ

ろ
の
古
典
学
者
の
数
は
極
め
て
少
な
い
。
い
ま
や
、
学
問
分
野
は
極
度
に

細
分
化
さ
れ
、
研
究
の
分
業
体
制
は
確
立
し
、
研
究
者
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

化
は
極
限
に
達
し
て
い
る
。
人
体
が
解
体
さ
れ
る
よ
う
に
知
は
分
断
さ
れ
、

生
気
を
失
い
、「
知
の
共
同
体
」
た
る
べ
き
大
学
は
学
位
と
い
う
免
許
の

発
行
機
関
と
な
っ
て
い
る
。
行
政
法
人
化
す
る
ま
で
も
な
く
国
立
大
学
は

す
で
に
高
等
教
育
行
政
機
関
と
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

大
学
が
誕
生
し
て
以
来
古
典
学
は
大
学
と
深
い
関
わ
り
を
も
っ
て
き
た
。

最
初
期
の
大
学
で
あ
る
ボ
ロ
ー
ニ
ヤ
（1158

）、
パ
リ
（1175

）、
オ
ッ
ク

ス
フ
ォ
ー
ド
（
カ
レ
ッ
ジ
の
成
立
は
十
三
世
紀
中
葉
）、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ

（1209

）
で
は
、
い
わ
ゆ
る
「
自
由
七
科
」
の
う
ち
の
三
学
（
文
法
学
、

修
辞
学
、
論
理
学
）
の
基
礎
資
料
と
し
て
ギ
リ
シ
ャ
・
ラ
テ
ン
の
古
典
の

学
習
が
重
視
さ
れ
た
。
一
方
、
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
大
学
と
異
な
り
、
日

本
の
大
学
で
は
文
系
と
理
系
の
学
部
が
明
確
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
文
と

理
の
分
離
は
明
治
期
の
大
学
制
度
に
ま
で
遡
る
が
、
現
在
の
日
本
の
文
系

学
問
、
と
り
わ
け
古
典
学
の
い
び
つ
な
姿
の
出
発
点
が
こ
の
分
離
に
あ
る

と
私
は
考
え
て
い
る
。

中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
大
学
は
、
神
学
、
法
学
、
医
学
な
ど
の
分
野
の
専

門
職
業
人
の
養
成
に
重
点
が
あ
っ
た
た
め
、
古
典
の
知
識
も
い
き
お
い
専

門
職
業
人
と
し
て
成
功
す
る
た
め
の
素
養
と
し
て
の
面
を
持
っ
て
い
た
。

こ
れ
を
変
え
た
の
が
、
一
八
一
〇
年
に
ベ
ル
リ
ン
大
学
を
創
設
し
た
ウ
ィ

ル
ヘ
ル
ム
・
フ
ォ
ン
・
フ
ン
ボ
ル
ト
で
あ
る
。
彼
は
、
古
典
の
知
識
を
人
間

の
付
加
価
値
と
し
て
で
は
な
く
人
格
陶
冶
の
原
理
と
し
て
捉
え
直
し
、
古

典
学
を
大
学
教
育
の
根
幹
に
据
え
、
同
時
に
、
外
的
権
威
か
ら
の
自
由
と

世
俗
か
ら
の
孤
立
を
主
張
し
て
、
自
律
的
な
知
の
牙
城
と
し
て
の
近
代
的

大
学
の
礎
を
築
い
た
。
フ
ン
ボ
ル
ト
の
大
学
の
理
念
は
、
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド

大
学
（
一
六
三
六
年
設
立
）
を
含
む
諸
外
国
の
大
学
に
も
大
き
な
影
響
を

与
え
て
い
る
。

ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、the

Y
ard

と
呼
ば
れ
る
メ
イ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
中
心
に
構
成
さ
れ
、the

Y
ard

の
中
央
に
ワ
イ
ド
ナ
ー

図
書
館
が
あ
り
、
そ
し
て
、
ワ
イ
ド
ナ
ー
図
書
館
の
中
心
に
古
典
学
、
哲

学
等
の
デ
パ
ー
ト
メ
ン
ト
が
位
置
し
て
い
る
。
ワ
イ
ド
ナ
ー
図
書
館
は
ま

た
、
学
術
大
学
院
（G

raduate
Schoolof

A
rts

and
Sciences

）
の
中
核
的

施
設
で
も
あ
り
、
専
門
職
従
事
者
の
養
成
を
課
題
と
す
る
ロ
ー
ス
ク
ー
ル

や
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
は
学
術
大
学
院
を
取
り
囲
ん
で
、
惑
星
の
よ
う
に

ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
市
内
や
隣
接
す
る
ボ
ス
ト
ン
市
の
一
角
に
配
置
さ
れ
て
い

る
。
翻
っ
て
私
が
所
属
す
る
京
都
大
学
を
見
れ
ば
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
大

学
の
メ
イ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
大
部
分
を
占
め
る
の
は
工
学
系
の
建
物
で
あ

り
、
文
系
の
建
物
は
そ
れ
ら
に
挟
ま
れ
る
よ
う
に
し
て
建
っ
て
い
る
。
国

立
総
合
大
学
の
ど
こ
で
も
基
本
的
に
こ
の
構
造
は
変
わ
ら
な
い
。
大
学
院

文
学
研
究
科
か
ら
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
に
留
学
し
た
私
は
、
最
初
、
文
学

滅びゆく古典学
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部
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
懸
命
に
探
し
た
が
遂
に
そ
れ
を
見
つ
け
る
こ
と
が

出
来
な
か
っ
た
。
文
学
部
が
日
本
の
大
学
の
特
異
な
制
度
で
あ
る
こ
と
に

そ
の
時
気
付
い
た
の
で
あ
る
。

周
知
の
通
り
、
明
治
政
府
は
ド
イ
ツ
を
含
む
欧
米
諸
国
の
大
学
制
度
を

も
と
に
日
本
の
大
学
の
シ
ス
テ
ム
を
造
り
上
げ
た
。
当
時
の
ド
イ
ツ
は
ベ

ル
リ
ン
大
学
創
設
時
か
ら
半
世
紀
を
経
過
し
て
お
り
、
フ
ン
ボ
ル
ト
主
義

は
す
で
に
衰
退
の
方
向
に
向
か
っ
て
い
た
。
フ
ン
ボ
ル
ト
が
掲
げ
た
「
孤

立
と
自
由
」
は
依
然
継
承
さ
れ
て
は
い
た
が
、
人
格
陶
冶
を
目
的
と
す
る

古
典
教
育
は
も
は
や
重
視
さ
れ
な
く
な
っ
て
い
た
。
こ
の
傾
向
を
促
進
し

た
の
が
十
七
世
紀
か
ら
十
八
世
紀
に
か
け
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
広
ま
っ
た
啓

蒙
主
義
に
端
を
発
す
る
科
学
革
命
の
波
で
あ
る
。
科
学
革
命
は
当
初
ア
カ

デ
ミ
ー
な
ど
大
学
外
の
団
体
で
始
ま
っ
た
が
、
ハ
レ
大
学（1694

）や
ゲ
ッ

テ
ィ
ン
ゲ
ン
大
学
（1734

）
を
通
じ
て
大
学
内
に
浸
透
し
急
速
に
発
展
し
、

十
九
世
紀
後
半
に
は
、
自
然
科
学
の
分
野
で
ド
イ
ツ
の
大
学
が
世
界
を

リ
ー
ド
す
る
ま
で
に
成
長
し
た
。
そ
し
て
、
世
界
中
の
研
究
者
や
学
生
が

ド
イ
ツ
の
大
学
に
留
学
し
、
ド
イ
ツ
の
大
学
教
育
の
特
徴
を
な
す
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
制
度
を
故
国
の
大
学
に
持
ち
帰
っ
た
の
で
あ
る
。
日
本
も
例
外
で

は
な
か
っ
た
。
明
治
政
府
か
ら
ド
イ
ツ
に
派
遣
さ
れ
た
研
究
者
の
多
く
は

帰
国
後
帝
国
大
学
の
教
授
に
任
命
さ
れ
、「
孤
立
と
自
由
」
を
標
榜
す
る

象
牙
の
塔
の
中
で
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
通
じ
て
学
生
の
指
導
に
力
を
入
れ
た
。

明
治
十
年
、
明
治
政
府
は
東
京
開
成
学
校
と
東
京
医
学
校
を
併
せ
て
、

法
、
理
、
文
、
医
と
予
備
門
か
ら
な
る
東
京
大
学
を
創
設
し
た
。
さ
ら
に
、

明
治
十
九
年
に
は
帝
国
大
学
令
を
発
布
し
て
、
大
学
の
使
命
を
「
国
家
ノ

須
要
ニ
応
ス
ル
学
術
技
芸
ヲ
教
授
シ
及
其
蘊
奥
ヲ
攷
究
ス
ル
ヲ
以
テ
目
的

ト
ス
」
と
定
め
、
同
時
に
、
工
部
大
学
校
（
の
ち
の
工
学
部
）
を
合
併
し

て
、
東
京
大
学
を
法
、
理
、
工
、
文
、
医
の
五
分
科
大
学
と
大
学
院
か
ら

な
る
東
京
帝
国
大
学
に
改
組
し
た
。
と
こ
ろ
で
、
帝
国
大
学
の
設
置
形
態

に
は
四
つ
の
特
徴
が
認
め
ら
れ
る
。
（１）
国
益
の
た
め
の
大
学
、
（２）
文
系
と

理
系
の
分
離
、
（３）
工
学
（
実
学
）
の
重
視
、
（４）
教
養
教
育
（
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ
「
自
由
学
芸
」）
の
軽
視
（５）
芸
術
系
の
大
学
か
ら
の
排
除
で
あ
る
。
学

問
の
自
由
と
大
学
の
自
治
は
あ
る
程
度
認
め
ら
れ
た
が
、
国
家
か
ら
見
れ

ば
大
学
は
富
国
強
兵
を
進
め
欧
米
列
強
に
追
い
つ
く
た
め
の
機
関
に
他
な

ら
な
か
っ
た
。
文
系
と
理
系
の
分
離
が
日
本
の
古
典
学
広
く
は
人
文
学
に

致
命
的
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
に
つ
い
て
は
上
に
触
れ
た
。
こ
の
特
徴
と

関
連
す
る
の
が
第
三
点
の
工
学
（
実
学
）
の
重
視
で
あ
る
。
こ
れ
も
日
本

の
大
学
制
度
の
特
徴
で
あ
り
、
こ
の
特
徴
は
、
科
学
技
術
立
国
を
標
榜
す

る
現
政
権
に
い
た
る
ま
で
何
ら
変
わ
っ
て
い
な
い
。
大
学
の
一
部
と
し
て

の
工
学
部
は
フ
ラ
ン
ス
に
も
ド
イ
ツ
に
も
存
在
し
な
い
も
の
で
あ
る
。
日

本
の
大
学
制
度
に
見
る
工
学
系
の
重
視
は
、
一
八
六
〇
年
代
に
技
術
を
大

学
に
取
り
入
れ
た
イ
ギ
リ
ス
の
高
等
教
育
政
策
の
影
響
に
よ
る
も
の
か
も

知
れ
な
い
。

第
四
に
挙
げ
た
教
養
教
育
の
軽
視
は
戦
後
日
本
の
大
学
制
度
に
お
い
て

特
に
著
し
い
。
フ
ン
ボ
ル
ト
が
主
張
し
た
人
格
陶
冶
の
た
め
の
教
養
教
育
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は
旧
制
高
校
に
継
承
さ
れ
た
が
、
戦
後
に
な
っ
て
旧
制
高
校
は
教
養
部
な

い
し
は
地
方
大
学
に
改
組
さ
れ
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
さ
ら
に
、
こ
こ

十
年
間
、
文
部
省
は
国
立
大
学
の
教
養
部
を
解
体
し
、
教
養
教
育
の
基
盤

の
破
壊
に
邁
進
し
て
き
た
。「
知
の
総
合
」
を
志
向
す
る
古
典
学
は
、
古

典
教
養
教
育
の
母
体
を
亡
く
し
そ
の
息
の
根
を
と
め
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の

で
あ
る
。

第
五
に
挙
げ
た
研
究
教
育
の
大
学
か
ら
の
芸
術
系
の
排
除
は
、
富
国
強

兵
の
た
め
に
帝
国
大
学
を
設
置
し
た
明
治
政
府
が
、
質
実
剛
健
た
る
べ
き

学
生
を
「
軟
弱
な
」
芸
術
か
ら
守
る
た
め
に
、
諸
芸
術
を
芸
術
学
校
の
中

に
隔
離
し
た
も
の
で
あ
る
。
人
間
本
来
の
創
造
性
の
発
露
と
し
て
芸
術
活

動
に
優
る
も
の
は
な
い
。
日
本
の
総
合
大
学
か
ら
芸
術
系
が
排
除
さ
れ
た

こ
と
か
ら
「
創
造
の
場
」
と
し
て
の
大
学
の
機
能
が
低
下
し
、
同
時
に
、

芸
術
と
の
深
い
関
わ
り
の
な
か
で
遂
行
さ
れ
る
べ
き
人
文
諸
学
は
創
造
力

の
源
泉
を
失
い
、
自
然
科
学
に
追
随
し
て
要
素
還
元
主
義
の
途
を
突
っ

走
っ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
今
後
日
本
の
大
学
が
古
典
学

研
究
の
担
い
手
と
な
る
こ
と
に
私
は
極
め
て
悲
観
的
で
あ
る
。
大
学
は
市

場
原
理
で
運
営
さ
れ
、
効
率
を
要
求
さ
れ
、
い
わ
ゆ
る
「
役
に
立
つ
」
研

究
の
み
が
そ
こ
で
は
生
き
残
る
。
人
間
の
欲
望
を
満
た
す
実
学
研
究
が
重

視
さ
れ
、
自
然
環
境
の
荒
廃
が
加
速
し
、
生
の
内
実
に
関
わ
る
古
典
学
が

軽
視
さ
れ
、
精
神
環
境
の
荒
廃
が
一
層
進
行
す
る
に
違
い
な
い
。
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